
北
海
道
函
館
商
業
高
等
学
校
創
立
百
二
十
周
年
記
念
協
賛
に
関
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

趣 
        

意 
        

書 
 

謹
啓 

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
母
校
北
海
道
函
館
商
業
高
等
学
校
は
、
明
治
十
九
年
に
地
域
や
経
済
界
の
強
い 

要
請
に
よ
り
、
商
業
人
の
育
成
を
目
的
に
北
海
道
で
最
初
の
公
立
商
業
学
校
と
し
て
設
立 

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、「
士 
魂 
商 

才
」
を
校
是
と
し
、
建
学
の
精
神
は
時
代
の
風
雪
を 

乗
り
越
え
て
今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
は
、
社
会
の
情
報
化
・
国
際
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
に
対
応
す
る
商
業
教
育
を
推
進
す 

べ
く
全
日
制
課
程
に
は
「
国
際
経
済
科
」「
情
報
処
理
科
」「
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
定
時 

制
課
程
に
は
「
事
務
情
報
化
」
を
設
置
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
教
育
を
行
っ
て
お 

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
同
窓
生
は
三
万
三
千
人
を
超
え
、
郷
土
函
館
は
も
と
よ
り
道
内
・
道
外
に
お
い 

て
も
経
済
界
を
始
め
各
界
で
活
躍
し
て
お
り
、
社
会
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
に
は
、
道
内
の
公
立
高
等
学
校
と
し
て
最
古
の
歴
史
と
伝
統
を 

誇
る
、
母
校
北
海
道
函
館
商
業
高
等
学
校
は
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま 

す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
節
目
に
年
に
あ
た
り
、
協
賛
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
左
記
の
記 

念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
多
額
の
費
用 

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
函
商
同
窓
生
の
皆
様
の
温
か
い
お
力
添
え
が
な
け
れ
ば
で
き 

ま
せ
ん
。 

 

な
に
と
ぞ
、
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
援
助
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。                                            
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協
賛
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念
事
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・
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会 

 
 
 

平
成
十
八
年
十
一
月
三
日
（
金
） 

 
 

    

・
記
念
碑
建
立
（
現
校
舎
） 

 
 

    

・
五
稜
郭
校
舎
跡
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
修
復 

 
 

    

・
記
念
写
真
集
（
函
商
百
二
十
年
の
歩
み
）
発
行 

 
 

    

・
記
念
小
冊
子
発
行 

 
 

    

・
同
窓
会
員
名
簿
発
行 

  
    

平
成
十
七
年
七
月
吉
日 

 

北
海
道
函
館
商
業
高
等
学
校 

 
 

 
 

        

同 

窓 

生 

各
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北
海
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商
業
高
等
学
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創
立
百
二
十
周
年
記
念
協
賛
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